


酸素添加酵素の反応機構の解明に新しい緒ロを与えるものと考えられる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

緑膿菌から高度に精製されたピロカテカーゼはカテコールを2つの水酸基の問で酸化的に開裂し,ム

コン酸を生成する典型的なイントラダイオール型の酸素添加酵素である｡著者は本酵素が3メチルカテ

コールを基質にした場合,オルソ型開裂と同時に,約 5-6%程度のメタ型開裂を触媒する事を発見し

た｡そらでこれらの生成物を分離して質量分析,赤外吸収,NMRなどを用いて同定を行うと共に,精

製過程の異った酵素標品,各種阻害剤を用いた実験,単一コロニーから分離した菌を用いた実験等によ

り,両活性が同じ酵素によるものであることを証明した｡

以上の結果は酸素添加酵素の反応機構の解明に貢献し,同一酵素が同一基質に対 し2種の異なる反応

を触媒するという可能性を示唆したもので酵素学の進歩に寄与するところが多い｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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